
編集•発行／広報肱川編集委員会（愛媛県喜多郡肱川町大字山鳥坂74番地） 発行／毎月29日1回・全戸配布

¢ 
HヽIJIKAWA 

写四

わき上がる風てロマンの町づくり

（
 

No.185 ）
 

‘、,‘

鹿野川夏まつり

あゆとうなぎのつかみどり大会

8月 7日（金）鹿野川夏まつりが行われ、あゆとうなぎの

つかみどり大会では、あゆとうなぎが各々300匹づつ放流

され、町内外の人達大勢で賑い、うなぎを30匹捕まえた人

もあったようです。
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人口 3,248人 (-1)

男 1,566人 (-2)

女 1,682人(+1) 

世帯数 T, 0 1 3描(-・1) 

（平成1~7 月 31 日現在）



樋）。＠。領） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 饂啜忌 (2) 

、-.....．...........`t .`べ→＾ ”..盲早

見事 2位に入賞した第 4分団員

補三ニー指
番番番揮

欠員員員者
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福
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裕
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思

田

孝

幸

第
二
十
一
回
愛
媛

県
消
防
操
法
大
会
大

洲
喜
多
地
区
大
会
が

七
月
二
十
六
日
、
大

洲
市
肱
川
緑
地
公
園

で
開
催
さ
れ
、
肱
川

町
消
防
団
か
ら
第
四

分
団
（
正
山
）
が
出
場

し
、
小
型
ポ
ソ
プ
操

法
の
部
で
見
事
二
位
入
賞
を
果
た
し

ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
迅
速
か
つ
的
確
な

消
防
技
術
の
修
得
と
、
消
防
団
員
の

士
気
と
消
防
精
神
の
高
揚
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
隔
年
開
か
れ
て
お

り
、
消
防
器
具
の
操
作
の
速
さ
、
正

確
さ
等
が
採
点
の
対
象
と
な
っ
て
い

ま
す
。

出
場
選
手
名

第
四
分
団

一
位
人
賞

当
日
は
、
朝
か
ら
激
し
い
雨
の
中
、

小
型
ポ
ソ
。
フ
操
法
の
部
十
チ
ー
ム
、

ポ
ソ
プ
車
操
法
の
部
五
チ
ー
ム
が
出

場
し
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
競
い

ま
し
た
。

第
四
分
団
は
、
七
番
目
に
出
場
し

五
月
初
め
か
ら
行
っ
た
訓
練
の
成
果

を
遺
憾
無
く
発
揮
し
、
第
二
位
の
成

績
を
修
め
ま
し
た
。

本
大
会
の
上
位
ニ
チ
ー
ム
は
、
九

月
六
日
に
松
山
市
で
開
催
さ
れ
る
愛

媛
県
大
会
に
、
大
洲
市
・
喜
多
郡
の

代
表
と
し
て
出
場
い
た
し
ま
す
。

七
月
二
日
、
町
内
の
小
学
校
四
年

生
三
十
人
が
大
洲
消
防
署
川
上
支
署

で
消
防
体
験
学
習
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
四
年
生
の
社
会
科
の
授

業
に
あ
わ
せ
て
、
火
災
を
防
ぐ
、
消

火
の
し
く
み
、
火
災
に
備
え
る
、
命

を
守
る
な
ど
の
項
目
を
実
際
に
目
で

見
、
耳
で
聞
き
、
手
で
触
れ
学
習
す

る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

半
日
と
い
う
短
い
時
間
の
中
で
し

た
が
、
消
防
車
、
は
し
ご
車
の
試
乗
、

放
水
や
消
防
機
具
の
取
り
扱
い
な
ど

を
肌
で
体
験
し
学
習
効
果
を
高
め
ま

し
た
。ま

た
、
こ
の
体
験
を
通
し
て
、
火

災
予
防
の
大
切
さ
と
消
防
の
仕
事
に

対
す
る
理
解
が
得
ら
れ
た
も
の
と
思

い
ま
す
。
消
防
署
で
は
、
子
供
た
ち

が
防
災
意
識
の
高
い
大
人
へ
と
育
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 放水体験をする小学生



(3) ~®。⑬。領） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 鰯麟

車イス操作に四苦八苦

「
ア
リ
ャ
ー
、
真
っ
直
ぐ
動
か
ん
、

こ
れ
は
む
ず
か
し
い
」
と
車
イ
ス
の

操
作
で
四
苦
八
苦
し
た
り
、
慣
れ
な

い
手
付
き
で
身
体
の
不
自
由
な
人
を

車
イ
ス
に
乗
せ
た
り
降
ろ
し
た
り
も

ひ
と
苦
労
゜

ま
た
、
ゴ
ッ
ソ
と
頭
を
柱
に
ぶ
っ

つ
け
て
目
が
見
え
な
い
人
の
苦
労
も

味
わ
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
去
る
七
月
七
日
と
十
日

に
「
肱
流
苑
」
で
行
わ
れ
た
肱
川
中
学

校
三
年
生
の
福
祉
体
験
学
習
の
一
コ

マ
で
す
。
こ
の
福
祉
体
験
は
、
肱
流

苑
と
肱
川
中
学
校
が
平
成
六
年
か
ら

毎
年
行
っ
て
い
る
行
事
で
、
日
常
生

活
の
中
で
、
お
年
寄
り
や
身
体
に
障

害
の
あ
る
人
に
対
し
て
の
理
解
と
、

福
祉
施
設
で
の
体
験
な
ど
を
通
じ
て

福
祉
に
少
し
で
も
近
づ
い
て
も
ら
お

う
と
い
う
も
の
で
す
。

当
日
は
、
肱
流
苑
の
施
設
の
見
学

や
専
門
職
員
に
よ
る
福
祉
の
基
本
理

念
の
説
明
、
障
害
体
験
等
を
行
い
ま

し
た
が
、
視
覚
障
害
体
験
で
は
、
目

隠
し
を
し
て
階
段
の
昇
り
降
り
、
狭

い
所
の
通
り
抜
け
、
食
事
、
ま
た
、

車
イ
ス
体
験
で
は
車
イ
ス
に
乗
っ
た

り
降
り
た
り
、
段
差
の
あ
る
場
所
で

験

視覚障害者へのガイド

の
走
行
を
体
験
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
二
人
一
組
と
な
っ
て
一

人
が
障
害
者
に
な
り
、
も
う

一
人
が

介
助
者
と
し
て
お
互
い
に
交
替
し
な

が
ら
行
い
ま
し
た
。

現
在
、
肱
川
町
は
六
月
末
現
在
の

六
十
五
才
以
上
の
人
口
割
合
は
二
九
・

八
パ

ー
セ

ソ
ト
で
、
約
三
人
に
一
人

と
い
う
高
齢
化
率
の
高
い
町
で
す
。

こ
の
日
の
体
験
を
生
か
す
機
会
は

い
く
ら
で
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
困
っ
て
い
る
人
が
お
ら
れ
た
ら

自
然
に
手
が
出
せ
る
心
の
や
さ
し
い

若
者
に
育
っ
て
も
ら
い
住
み
や
す
い

肱
川
町
を
創
る
担
い
手
に
な
っ
て
欲

し
い
も
の
で
す
。

肱
流
苑
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
初
め

て
利
用
し
て
の
感
想
を
寄
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

肱
椀
苑
を
騎
ね
て

中
田
タ
ミ
子

五
月
に
初
め
て
肱
流
苑
に
行
ぎ
ま

し
た
。
最
初
は
思
い
つ
き
も
悪
く
心

細
く
、
と
っ
て
も
不
安
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
行
っ
て
み
る
と
職
員

の
皆
さ
ん
が
門
に
出
て
お
迎
え
し
て

く
だ
さ
り
、
若
い
職
員
の
方
々
も
、

私
の
よ
う
に
高
齢
の
者
に
も
優
し
く

声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
て
不
安
も
一

瞬
の
う
ち
に
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

一
日
が
ア
ッ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

し
ま
い
楽
し
く
過
ご
し
て
帰
り
ま
し

た
。
肱
流
苑
の
よ
う
な
施
設
が
出
来

た
事
を
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
身
体
に
気
を
つ
け

て
長
生
き
し
て
、
肱
流
苑
に
行
き
皆

さ
ん
と
交
流
で
き
る
事
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

肱
流
苑
の
職
員
の
方
々
の
優
し
さ

に
触
れ
感
動
し
て
筆
を
と
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
が
、
お
元
気

で
お
仕
事
に
精
進
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
っ

て
お
り
ま
す
。

共
栄
部
落

••••• 高齢者の人権問題電話相談
0相

0日

容 高齢者の扶養・介護・独居、社会参加等高齢者の人権問題

時 9月17日（木）

午前 9時～午後9時までの12時間

0電話 番号フリーダイヤル 0120-025-550
〇相談担当者人権擁護委員、弁護士、法務局職員

〇主 催松山地方法務局愛媛県人権擁護委員連合会

火
火

―――
1
0
 

内

••••• 



植）。c。領） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章）

旗本退屈男「謎の暗殺隊」

コヘ‘
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土） り

＊上映時間

10 : 30------12 : 00 「旗本退屈男謎の暗殺隊」

13 : 00------14 : 30 「一心太助 男の中の男一匹」

＊入場料金

1 -:（高校生以分上） I1日。:0券円 11口3□。券円

小中学生 ・シ ニア 7 0 0円 I 9 o o円

「風の映画会」会員は無料

シニアとは65オ以上の方

＊前売券取扱所

パラエティショップ岩田，役場，風の博物館

＊主催

風の映画会実行委員会

（事務局 ：風の博物館 匹34-2181)

鰯臨尋 (4)

児童扶養手当の制度が改正されました
児童扶養手当は、現在、母子で生活されている方等に対して支給される手当です。

手当の支給を受ける方等の所得が一定額以上ある場合には、手当の全部又は一部の支給を停止すること

とされています。平成10年 8月以降の月 分の手当の支給に関する所得制限については、次のように変わり

ましたのでお知らせします。

また、このたび制度の改正により、未婚の母子の方で児童が父親に認知を受けた場合も引き続き手当を

受けることができるようになりました。

現在、未婚の母子の方で児童が父に認知をされ、手当を受けられていない方は、 8月中に認定請求を行う

と9月分の手当から支給されます。

詳しくは、役場福祉課までお問い合わせください。 834-2340 

0所得制限限度額

区 ノ刀‘ 現 イノ了ー 改 正

全部支給 （所得）――--------9_04._ 0 0 _O円＿＿＿ 904.000円

本人と子供 1人 （収入） 2.048.000 2.048.000 

一部支給 （（収戸斤1入尋）） -------42--,,--77--02--82---.,--00--00--00 -------- 1,920,000 
3,000,000 

扶養義務者(6人世帯） （戸斤1尋）------7.317.000 4.260.000 
（収入） 9，463, 0oo------- 6,00---0--,--0-00 

〔収入は、所得に対する目安です］

＠令回、児童扶養手当の所得制限が2人世帯で収入300万円になると聞いています。私は、離婚後

Q&A I 母子2人で生活し、前年の収入は300万円を越えていますが、 こうした場合は、支給対象外なので現

況届けをしなくてよいのでしょうか。

〇現況届について

児童扶養手当の所得制限の適用は、収入額より各種の控除を引いた所得額で決定します。したがって、母

子 2人で生活していて、収入が300万円を越えている場合でも各種の控除（例えば寡婦控除が該当すれば35万
円）の適用により、手当を受けられる場合もあります。

また、現況届を提出しないと、その後の所得制限に該当しなくなっても、手当が受けられなくなる場合が

ありますので、現在、児童扶養手当を受給している方は全員必ず現況届を提出してください。

提出期間は毎年 8月11日から 9月10日までです。



(5)憶。⑱。⑱ 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 鯛瞬

日
本
に
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
苗
に
よ
る

食
中
毒
が
多
い
の
は
魚
介
類
を
生
で

食
べ
る
習
慣
が
あ
る
か
ら
で
す
。
腸

炎
ビ
ブ
リ
オ
菌
は
海
水
中
に
生
育
す

る
細
菌
で
す
。

〈
魚
は
真
水
で
洗
っ
て
か
ら
調
理
〉

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
は
、
殆
ど
の
魚
介

類
に
つ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
し

か
も
繁
殖
力
が
、
ど
の
食
中
毒
細
菌

よ
り
も
強
く
、
夏
季
に
は
十
分
間
で

二
倍
、
二
十
分
間
で
四
倍
に
増
え
て

し
ま
い
三
時
間
で
百
万
個
に
も
な
り

ま
す
。食

中
毒
を
防
ぐ
に
は
細
苗
の
数
を

増
や
さ
な
い
こ
と
が
ボ
イ
ソ
ト
で
す
。

魚
は
調
理
す
る
時
充
分
、
真
水
で
洗

い
、
早
く
食
べ
る
か
又
は
、

10
℃
以

下
の
冷
蔵
庫
で
保
存
す
る
こ
と
、
刺

身
な
ど
を
夏
の
室
温
に
さ
ら
し
て
お

く
こ
と
は
最
も
危
険
な
こ
と
で
す
。

〈
ま
な
板
や
包
丁
も
注
意
〉

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
は
、
魚
の
え
ら
、

う
ろ
こ
、
あ
ら
に
多
く
付
い
て
い
ま

す
。
魚
を
調
理
し
た
ま
な
板
や
包
丁

で
潰
物
を
切
っ
た
り
す
る
と
二
次
汚

染
で
食
中
毒
が
起
こ
り
ま
す
。

ま
ず
、
魚
用
の
ま
な
板
や
包
丁
は

区
別
す
る
こ
と
。

ま
な
板
は
板
の
傷
の
中
に
細
菌
が

多
く
入
り
込
む
の
で
、
使
っ
た
後
は

腸
炎
ピ
ブ
リ
オ
食
中
毒

薬
用
石
け
ん
を
つ
け
た
タ
ワ
シ
で
、

ご
し
ご
し
洗
う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

包
丁
も

65
℃
以
上
の
熱
湯
を
か
け
、

ふ
ぎ
ん
も
細
菌
の
温
床
に
な
る
の
で

魚
介
類
を
扱
っ
た
後
で
は
消
毒
し
て

乾
か
し
て
下
さ
い
。
ス
ポ
ソ
ジ
の
タ

ワ
シ
も
細
苗
の
温
床
に
な
り
ま
す
。

〈
九
月
に
食
中
毒
が
多
い
の
は
〉

夏
ば
て
で
体
が
弱
っ
て
抵
抗
力
が

落
ち
て
い
る
う
え
に
、
ま
だ
夏
の
暑

さ
が
続
い
て
い
る
か
ら
で
す
。
残
暑

は
厳
し
い
も
の
だ
と
い
う
認
識
が
必

要
で
す
。
こ
の
細
菌
は

15
℃
以
上
の

間
は
活
発
に
繁
殖
す
る
の
で
油
断
は

で
き
ま
せ
ん
。

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
に
よ
る
食
中
毒
は

摂
取
し
た
細
菌
の
量
に
も
よ
り
ま
す

が
、
四
時
間
ー
ニ
十
八
時
間
の
潜
伏

期
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
腹
痛
、

下
痢
、
発
熱
、

嘔
吐
、
粘
血
便
な
ど

が
起
こ
り
ま
す
。

特
に
下
痢
は
脱
水
症
状
を
起
こ
す

場
合
が
あ
る
の
で
、
水
分
を
充
分
補

給
し
て
く
だ
さ
い
。

一
九
八
六
年
に
神
奈
川
県
で
起
こ
っ

た

「
ぎ
ゅ
う
り
の
南
蛮
漬
け
食
中
毒

事
件
」
が
有
名
で
す
。
こ
れ
は
、
ま

な
板
や
包
丁
か
ら
付
い
た
も
の
で
す

が
、
南
蛮
漬
け
の
塩
分
濃
度
が
海
水

と
ほ
ぼ
同
じ
三

・
三
パ

ー
セ
ソ
ト
で

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
の
増
殖
に
最
適
だ
っ

た
か
ら
で
す
。

家庭の諸準 備
ラジオやテレビで、事前

の情報を正しくつかんで

おきましよう。

八 ＿

！家の周りの排水をよく i
I 
| 
しておきましよう C I 

I I 

I 
，き事や身 i

ま前経近

しに路な

よ決なi腔 ＼

うめど難 I

／＞ 

！ ゚てを場 ！

二

今
回
は
台
風
に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
年
も
ま
も
な
く
台
風
、
ソ
ー
ズ
ソ
を
迎
え
ま
す
。
台
風
は
地
震
と
は
違

い
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
事
前
に
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
ぎ
、
日
ご
ろ
の

備
え
で
被
害
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
ぎ
ま
す
。

台
風
が
近
づ
く
恐
れ
の
あ
る
と
き
は
、
事
前
に
次
の
よ
う
な
準
備
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

冨
平氷

2成
歳 8達含
1年也ゃ
力 7< 
月月ん

26了 i
日面． t 
生野 t 

) | | t 
~ t 

---」

9□ 伽．g匹四~@

台
風
に
対
す
る
備
え

川上支署

こ
ん
に
ち
は
、
僕
、
達
也

で
す
。
甘
え
ん
坊
の
泣
ぎ
虫

君
。
で
も
本
当
は
お
姉
ち
ゃ

ん
だ
っ
て
泣
か
し
ち
ゃ
う
い

た
ず
ら
っ
子
の
わ
ん
ば
く
坊

主
な
の
だ
。

毎
日
、
お
姉
ち
ゃ
ん
の
お

古
の
赤
い
長
靴
を
は
い
て
走

り
回
っ
て
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
11[

の

ぞ

み

土
居
希
美
ち
ゃ
ん
（
共
栄
）

平
成

8
年
7
月
27
日
生

2
歳
1
カ
月

お父さん
隆さん

お母さん
しづ子さん

こ
ん
に
ち
は
、
の
ん
ち
ゃ
ん

で
す
。
私
に
は
、
三
人
の
お
兄

ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。
皆
、
私
の

事
大
事
に
し
て
く
れ
る
か
ら
大

好
き
で
す
。

虫
と
大
人
の
男
の
人
が
ち
ょ
っ

と
苦
手
な
私
だ
け
ど
、
よ
ろ
し

く
ね
。

お父さん
典継さん

お母さん
知美さん



領）。＠。領） 教養を高め

゜平平受
成成付
十十期
年年間
九九
月月
二 十
十日
ー か
日ら

文化のかおるまちをつくります

②
場
所

0
試
験
の
期
日

・
場
所

①
期
日
平
成
十
年

十
月
二
十
五
日

肱
川
町
役
場

（町民憲章） 鰯頷尋 (6)
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平
成
十
一
年
度
採

用
の
肱
川
町
職
員
を

次
の
と
お
り
募
集
い

た
し
ま
す
。

〇
募
集
人
員

四
人

〇
受
験
資
格

①
日
本
国
籍
を
有

す
る
人

②
平
成
十
一
年
四

月
一
日
現
在
で
十
八
歳
以
上
二

十
三
歳
ま
で
の
者

③
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
の
各

号
に
該
当
し
な
い
者

④
平
成
十
年
九
月
二
十

一
日
現
在

で
肱
川
町
に
本
籍
又
は
住
所
を

有
し
、
採
用
後
肱
川
町
内
に
居

住
す
る
者

0
そ
の
他

申
込
用
紙
の
請
求

・
受
験
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
総
務
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

6
3
4
|
2
3
1
1
 

（
内
線
1
1
0
)

観光農園オープン
（お申 し込みは、 ひ じかわ特産開発セ ンター）

834-2244 

0栗ひろい

期間

受付

入園料

場 所

0ぶどう狩り

期間

受付

入園料

一
こんなとき種別の変更・

確認の届出が必要です

場 所

9月5日～10月18日

9月1日から

小学生以上 300円

幼稚園児 150円
周藤農園松本農園

北本農園亀井農園

8月20日～9月5日

8月20日から

中学生以上 1,000円 ． 

小学生 500円

幼稚園児

久保農園

300円〇麿喜

≪平成10年住宅・ 土地統計調査

-この調査は、わが国の住宅とそこに居住する世帯、

世帯の保有する土地等の実態を把握する大規模な統

計調査です。この調査によってつくられた統計は、

国民の住生活関係の行政を進めるための基礎資料と

して利用されます。

9月下旬から10月上旬にかけて、調査員が、皆様

のお宅に、調査票の記入のお願いと受け取りにお伺

いします。 肱川町総務課

孟
ま
マ

ぉ
合
さ
は
3
号
該
俣

玲
者
定
・
仁
ふ
い
P

才

ー

｀
 

、
マ
ー

ヽ

ど

う

し

た

ら

ぃ
ぃ
亭
す
か

／
 

d
,／
‘
 

l
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戸

60
成
6

定
年

紅

退

底

の

臼

[

ぎ
七

筏
所
へ
偽
げ
出
す
る

文
要
か
あ
百
の
祖

い
ま
ま
で

保
険
〗
江
戸
危
く
て

＼
 

よ
か
っ
た
げ
‘
)□9

 

rこ
J
 

主
人
が
戸
王
生
年
金

も
ゃ
竺
[
-
い
戸
が
ら

【ロ
"

1
火
防
災
の
日
・
ニ
百
十
日

〈

2
水

〈

3
木
民
生
委
員
会

一4
金

{
5
土
風
の
映
画
祭

{

6
日
県
消
防
操
法
大
会
・
郡
ス
ポ
レ
ク
大
会

{

7
月
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談

{

8
火
不
用
犬
引
取
り

{

9
水

[

11
金

13
日
肱
川
中
学
校
運
動
会

14
月

15
火
敬
老
の
日
（
敬
老
行
事
）

16
水
不
燃
物
収
集
（
肱
川
左
岸
）
・
農
業
委
員
会

1
7
木

18
金

20
日
消
防
団
合
同
訓
練

21
月
定
例
部
落
長
会

22
火

23
水
肱
川
イ
ベ

ソ
ト
松
山
広
場
（
道
後
）

24
木
町
議
会
9
月
定
例
会
ー
25

25
金

26
土

27
日
大
谷
小
・
岩
谷
小
運

28
月
町
税
等
出
張
受
入
れ

29
火

30
水
古
紙
収
集
日
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喜多郡老人クラブ連合会総会開催

社
協
だ
よ
り

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
を
会
員
と
す
る
民
間
福
祉
団
体

を
基
礎
と
し
て
、
在
宅
福
祉
活
動
な

ど
各
分
野
の
福
祉
活
動
に
よ
り
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

社
協
が
民
間
の
自
主
的
な
福
祉
団
体

で
あ
る
以
上
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
支

喜
多
郡
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
総
会
が
、
七
月

十
五
日
（
水
）
、
長
浜
町

体
育
館
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

会
員
七
十
五
人
が
出
席

し
、
来
賓
祝
辞
の
あ
と

議
事
に
移
り
、
平
成
九

年
度
事
業
報
告
及
び
決

算
報
告
の
承
認
を
受
け

ま
し
た
。
続
い
て
平
成

十
年
度
の
事
業
計
画
、

予
算
案
が
審
議
さ
れ
満

場
一
致
を
も
っ
て
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

講
演
は
、
松
山
市
出

身
で
元
高
校
教
員
、
和

田
良
誉
先
生
が
、
「
ふ

る
さ
と
人
間
ば
な
し
」

え
る
財
源
は
社
協
会
費
を
基
本
的
財

源
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
今
年

も
八
月
を
会
費
納
入
月
と
定
め
、
部

落
長
さ
ん
を
通
じ
て
納
入
の
お
願
い

を
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
会
費
（
年
額
三

0
0
円）

と
題
し
て
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
近

年
、
子
ど
も
や
孫
に
昔
ば
な
し
を
聞

か
す
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
。
あ
い

て
い
る
時
間
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
聞
か

せ
て
あ
げ
て
下
さ
い
と
強
く
主
張
さ

れ
た
。今

回
の
総
会
に
お
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
よ
う
に
年
間
多
く
の
事
業

が
計
画
さ
れ
、
会
員
の
皆
様
に
は
何

か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
ご
協
力
方
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

社
協
会
費
納
入
の
お
願
い

゜

肱川町社会福祉協議会

ff (0893) 34-'2340 

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
ま
ご
こ
ろ
金
庫
」
っ
て
何

社
会
福
祉
協
議
会
に
は
、
「
ま
ご

こ
ろ
金
庫
」
と
い
う
会
計
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
会
計
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
寄
付
金
（
社
協
会
費
と
は
別
）

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
高

齢
化
社
会
に
対
応
で
き
る
事
業
と
し

て
、
ね
た
き
り
老
人
へ
の
紙
お
む
つ

支
給
、
ベ
ッ
ド
、
車
イ
ス
、
エ
ア
マ
ッ

ト
の
貸
出
等
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
購
入
資
金
と
し
て
「
ま
ご
こ
ろ

金
庫
」
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
「
ま
ご
こ
ろ
金
庫
」
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
の
た
め
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

□
〗

中

野

谷

登
様

人
間
は
、
「
こ
と
ば
」
を
も
っ
て
い

る
唯
一
の
生
物
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

一
人
か
ら
一
人
へ
と
伝
達
し
て
い
け

る
の
も
「
こ
と
ば
」
で
あ
る
。
教
育
も

し
か
り
で
あ
る
。
ど
う
し
て
人
に
限
‘つ

て
「
こ
と
ば
」
を
知
り
、
真
似
る
こ

と
の
で
き
る
機
能
を
も
っ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
身
近
な
相
手
は
、
お

そ
ら
く
自
分
を
生
ん
で
く
れ
た
母
か

ら
、
口
の
動
ぎ
を
見
な
が
ら
、
そ
の

ロ
つ
き
を
ま
ね
な
が
ら
母
音
を
出
し

子
音
を
出
し
て
き
た
の
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
や
が
て
、
母
は
「
お
は
よ
う
」

「
お
や
す
み
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
を
教

え
だ
す
。
そ
し
て
何
か
を
頂
い
た
時

に
は
「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
の
意
を

教
え
る
で
あ
ろ
う
。
子
は
、
父
母
の

身
体
の
こ
な
し
方
を
い
つ
の
間
に
か

ま
ね
て
し
ま
う
。
「
し
つ
け
」
も
こ
の

あ
た
り
か
ら
大
事
に
な
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
「
あ
い
さ
つ
」
と

い
う
も
の
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
「
あ
り
が

と
う
」
―
つ
の
あ
い
さ
つ
に
、
い
っ

た
い
ど
れ
だ
け
の
苦
労
が
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
少
し
の
心
が
け
―
つ
で

人
間
関
係
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
道
徳

心
が
失
わ
れ
て
い
く
の
も
現
代
の
病

の
一
っ
で
も
あ
る
。

現
代
の
病
と
い
う
べ
き
か
、
社
会

問
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
生
命
の

尊
さ
で
あ
る
。
最
近
、
新
聞
を
見
る

10
月
・
給
食
サ
ー
ピ
ス
開
始

・
共
同
募
金
始
ま
る

た
び
に
殺
人
事
件
の
記
事
が
載
っ
て

い
る
。
容
疑
者
に
い
た
っ
て
は
低
年

齢
化
し
中
学
生
が
犯
行
を
し
て
い
る

現
状
で
あ
る
。
事
件
の
あ
る
事
に
関

係
者
が
協
議
を
し
対
策
に
走
っ
て
い

る
。
こ
れ
で
は
単
な
る
事
後
対
策
で

あ
る
。
日
頃
よ
り
家
庭
、
地
域
一
体

と
な
っ
て
教
育
、
特
に
生
命
の
尊
さ

を
教
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
の

よ
う
な
社
会
風
潮
に
し
た
戦
後
教
育

の
あ
り
方
に
も
大
き
な
問
題
が
あ
る
。

現
代
教
育
の
あ
り
方
を
正
常
な
形
に

と
と
の
え
る
ま
で
に
約
五
十
年
以
上

は
か
か
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
度

開
い
た
戸
は
元
に
閉
め
る
事
は
出
来

な
い
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
が
、
誰
か

が
毎
日
の
よ
う
に
犠
牲
に
な
っ
て
い

た
の
で
は
日
本
民
俗
も
終
焉
と
な
っ

て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

子
供
の
し
つ
け
は
「
親
の
あ
り
方

―
つ
で
あ
る
」
親
か
ら
自
分
自
身
に

問
い
た
だ
す
気
持
ち
に
な
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
あ
る
。
さ
さ
い
な
事
か
も

知
れ
な
い
が
、
「
あ
い
さ
つ
」
も
大
切

な
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

9

月
•
町
老
連
役
員
会

•
町
共
同
募
金
会

・
ゆ
う
パ
ッ
ク
発
送

．
敬
老
行
事

・
郡
老
連
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会



糖）。⑬。⑱ 匠 OJ) 露瞬 (8) 

単収増大と良品生産のためのほだ木、ほだ場管理

0 8月中～下旬（原基作り前の管理）

クギ 目入れ・天地返し十枝打ち・間伐

［二位：、ニ
0 9月～10月中旬（原基作り）,.0 ー・ 積極的な散水、ほだ倒し

. <rーて---、 ク＝呵 、 などで原基作りを促すク‘------‘ ちて<---`  

二塁OIi月中～下旬頃（発生操作）

•新ほだ木• ••軽い散水のみ

• 2 オ (3 年）ほだ木•••12- 24時間散水

I 
• 3オ(4年）～ 4オ(5年）・・・クギ目入れ＋24時間骰水

◎散水できない所ではクギ目入れだけでも効果は大きい

□2418／゜i〗／

原基
水分を多く含んだ

ほだ木は丈夫な原

たくさん作る

←昂低気温

去
る
七
月
六
日
l
+

八
日
、
椎
茸
種
菌
一
万

個
以
上
植
茜
し
た
椎
茸

生
産
者
八
十
五
名
を
対

象
に
夏
場
伏
せ
込
み
現

地
研
修
会
を
行
い
、
各

生
産
者
の
伏
せ
込
み
場

及
び
育
成
中
の
ほ
だ
木

を
拝
見
さ
せ
て
戴
き
ま

し
た
。ほ

だ
木
の
出
来
方
は
、

原
木
の
性
質
、
伏
せ
込

み
場
の
環
境
、
育
成
管

理
等
に
よ
っ
て
異
な
り
、

ほ
だ
木
の
出
来
方
に
よ
っ
て
椎
茸
の

発
生
率
、
形
態
等
に
差
が
生
じ
ま
す
。

本
年
は
春
か
ら
梅
雨
時
期
に
順
調

な
降
雨
が
あ
り
、
植
菌
後
の
ほ
だ
木

に
と
っ
て
、
活
着
、
伸
長
に
は
恵
み

の
雨
で
あ
っ
た
が
、
ほ
だ
木
を
割
っ

て
み
る
と
、
意
外
に
伸
長
が
遅
れ
て

い
る
様
で
す
。
ほ
だ
木
内
の
水
分
が

生
木
状
ー
水
分
過
多
の
も
の
が
多
く

「
ワ
シ
は
ナ
バ
作
り
四
十
年
し
よ
る

が
芽
を
出
し
た
の
は
初
め
て
じ
ゃ
」

と
言
わ
れ
る
様
に
ほ
だ
木
か
ら
萌
芽

し
た
人
も
多
い
。
（
特
に
杉
・
桧
林

内
伏
）

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱 JIl
肱川町森林組合

枯
れ
込
み
不
足
の
原
因
は
、
昨
年

秋
の
伐
採
前
(
+
月
）
に
降
雨
が
な
く
、

十
一
月
上
旬
に
、
こ
の
頃
と
し
て
は

か
な
り
強
い
寒
波
が
訪
れ
一
斉
黄
葉

し
、
そ
の
後
の
暖
秋
雨
に
よ
り
伐
採

適
期
を
逸
し
た
り
、
適
期
伐
採
し
た

原
木
も
、
ド
ソ
グ
リ
豊
作
の
た
め
か

葉
枯
ら
し
中
に
落
葉
し
、
水
分
の
多

い
原
木
に
な
っ
た
こ
と
に
続
い
て
、

植
苗
後
の
定
期
的
な
降
雨
に
よ
り
材

内
部
の
枯
れ
込
み
が
遅
れ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

今
後
の
気
象
条
件
に
よ
っ
て
は

「
う
わ
ほ
だ
」
、
又
は
ダ
イ
ダ
イ

タ

ケ
や
ヒ
ポ
ク
レ
ア
・
ラ
ク
テ
ア
等
の

湿
性
害
菌
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す

の
で
、
定
期
的
に
伏
せ
込
み
場
を
巡

回
し
、
次
の
管
理
を
実
行
し
て
下
さ

、0し①
萌
芽
し
た
ほ
だ
木
や
ダ
イ
ダ
イ

タ
ケ
発
生
の
ほ
だ
木

こ
の
様
な
ほ
だ
木

は
、
材
内
部
が
生
木

ー
水
分
過
多
で
あ
る
。

こ
の
ま
ま
推
移
す
る

と
「
う
わ
ほ
だ
」
に

な
り
ほ
だ
木
の
寿
命

が
短
く
、
小
形
き
の

こ
が
多
く
な
り
や
す

い
。
天
地
返
し
を
行

う
と
同
時
に
や
や
粗

め
に
組
ん
で
風
通
し

を
促
し
て
下
さ
い
。

②
ヒ
ポ
ク
レ
ア
・

ラ
ク
テ
ア
付
着
の

ほ
だ
木
を
発
見
し

た
場
合

こ
の
害
菌
は
白
い
小
さ
な
斑
点
と

し
て
現
れ
、
や
が
て
淡
い
ク
リ
ー
ム

色
か
ら
黄
土
色
に
な
り
、
強
い
接
触

伝
染
力
を
持
ち
、
椎
茸
菌
を
殺
し
な

が
ら
伸
長
す
る
の
で
、
発
生
す
る
と

被
害
が
広
が
る
。
「
う
わ
ほ
だ
」
や
、

木
口
に
菌
糸
が
多
く
出
て
い
る
ほ
だ

木
に
付
着
し
や
す
く
、
八
月
頃
か
ら

秋
に
か
け
て
発
生
す
る
。
降
雨
後
は

定
期
的
に
見
回
り
、
発
見
し
た
ら
す

ぐ
取
り
出
し
隔
離
す
る
。
被
害
ほ
だ

木
が
取
り
出
せ
な
い
場
合
は
ビ
ニ
ー

ル
や
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
等
で
被
害
ほ
だ

木
と
健
全
ほ
だ
木
を
遮
断
し
、
伝
染

を
止
め
る
。

③
裸
地
伏
せ
の
場
合

枯
れ
込
み
が
順
調
で
伸
長
状
況
は

良
好
で
あ
る
。
笠
木
の
補
充
、
周
囲

の
下
刈
り
を
行
っ
て
下
さ
い
。

〈
ほ
だ
場
の
準
備
〉

昨
年
植
菌
の
ほ
だ
木
は
順
調
な
降

雨
に
よ
り
近
年
に
な
く
良
い
ほ
だ
木

に
な
っ
て
お
り
、
晩
秋
か
ら
の
発
生

に
期
待
が
持
て
そ
う
で
あ
る
。
九
月

i
十
月
は
ほ
だ
木
に
触
ら
ず
（
二
九

0
号
は
十
月
可
）
適
期
に
短
期
間
で

ほ
だ
起
こ
し
が
で
き
る
様
、
今
の
内

に
ほ
だ
場
の
確
保
、
整
理
、
間
伐
、

枝
打
ち
を
行
い
、
杭
等
も
準
備
し

て

お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
本
年
伐
採

原
木
も
確
保
し
下
刈
り
等
を
行
っ
て

お
け
ば
安
心
で
す
。
残
暑
が
残
り
暑

く
な
り
そ
う
で
す
が
、
健
康
管
理
に

気
を
付
け
、
又
、
安
全
に
作
業
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

9
月
2
日
（
水
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

9
月
3
日
（
木
）
岩
谷
方
面

9
月
7
日
（
月
）
中
津
方
面

9
月
16
日
（
水
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

9
月
17
日
（
木
）
岩
谷
方
面

9
月
21
日
（
月
）
中
津
方
面

L
P
G
配
達
予
定
表

9
月
1
日
（
火
）
大
屋
敷
・
大
平

9
月
3
日
（
木
）
上
石
丸
・
師
走
野

下
小
藪
・
中
野

9

月
5

日
（
土
）
藤
野
原
•
町

9
月
7
日
（
月
）
八
重
栗
・
上
森
山

大
成
・
正
山

9
月
9
日
（
水
）
久
保

9
月
11
日
（
金
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越

月
野
尾
・
京
造

9
月
14
日
（
月
）
犬
返
り
・
篠
谷
・

下
石
丸
・
滝
山
・

萩
野
尾

9
月
17
日
（
木
）
広
常
・
影
地

9
月
18
日
（
金
）
中
津
・
小
倉

9
月
19
日
（
土
）
森
・
肱
栄
・
硯
・
久
下

樋
野
ロ
・
汗
生

9
月
22
日
（
火
）
鹿
野
川

9
月
24
日
（
木
）
白
石
・
上
小
藪
．

中
小
藪

9
月
26
日
（
土
）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄

赤
岩
・
道
野
尾

9
月
28
日
（
月
）
大
駄
場
・
柳
・
郷
・
一

瓜
生
谷

9
月
30
日
（
水
）
敷
水
・
菟
野
尾
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熱中症の応急手当て

●首の横、わきの下、股の付
け根に氷嚢を当て、体温を
下げる。

， 
●スポーツドリンクや0.1%

の食塩水を飲ませる。

●意識に異常がある場合には、救急車を呼ぶ

意識が薄れているなど、

何らかの異常があるよ
うな場合には、ためら
わずに、すぐに救急車
を呼ぶ。

●涼しい場所に移し、衣類を
ゆるめて休ませる。

愛
媛
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会

保

健

婦

潮

田

珠

身

炎
天
下
で
運
動
を
し
た
り
、
蒸
し

暑
い
部
屋
で
作
業
を
す
る
と
、
体
温

調
節
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
倒
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
重
症

に
な
る
と
命
に
か
か
わ
る
場
合
も
あ

る
の
で
適
切
な
手
当
の
方
法
を
身
に

つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

1

涼
し
い
場
所
に
移
し
衣
類
を
ゆ

|
 /／ 

し二こ，
〔
熱

る
め
て
休
ま
せ
る

2

水
分
と
塩
分
を
与
え
る

塩
分
を
含
ん
だ
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ソ

ク
や

0
.
-
％
の
食
塩
水
を
飲
ま
せ

ま
す
。
（
意
識
が
は
っ
ぎ
り
し
て
い

な
い
時
は
飲
ま
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
）

3

体
温
を
下
げ
る

熱
が
あ
る
場
合
は
身
体
を
冷
や
し

ま
す
。
冷
た
い
タ
オ
ル
や
氷
を
入
れ

た
袋
で
首
筋
や
脇
の
下
、
股
の
付
け

根
な
ど
動
脈
が
走
っ
て
い
る
辺
り
を

冷
や
し
ま
す
。
ま
た
、
衣
類
を
脱
が

せ
て
全
身
に
水
を
か
け
た
り
、
ぬ
れ

タ
オ
ル
を
か
け
て
扇
風
機
や
う
ち
わ

で
風
を
送
っ
て
冷
や
す
の
も
良
い
方

法
で
す
。

※
意
識
障
害
が
あ
る
場
合
は
、
直
ち

に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

中
症
の
応
急
手
当
〗

健康だからこそ、
知っておきたい自分のからだ

人間ドックで健康チェック
日本は今、かつてない高齢化社会を迎えています。しかし、一方では、がん、心臓病、脳卒中等の成人病

が今まで以上に増加する傾向にあります。これらの成人病の予防のためには、健康的な生活習慣を築くこと

が第一です。それともう一つ大切なことは早期発見・早期治療に努めることです。自覚症状のほとんどない

時期に異常を発見し、治療することが成人病の予防には何よりも効果的なのです。

厚生連人間ド ッ ク の ご 案 内
〇最新鋭の検査設備により、高水準のデータを迅速に提供します。

〇検査結果はその日のうちに専門の医師が判定し、本人にお渡しします。

〇コソピュータの導入により過去の個人データも一括管理し、継続的に健康状態をチェックいたします。

〇新しく前立腺がんと甲状腺疾患の検査項目を設置しました。

コース 名 ドック名 一般料金 組合員料金 オプション検査

1日ドック 37,000円 頭部CT8.000円
基本コース

1泊2日ドック 55.000円 50,000円
己^  む

1日ドック 39.000円 頭部CT8.000円
女性コース

1泊2日ドック 65.000円 52,000円 -己̂. む

胸部CTコース 1泊2日ドック 66,000円 55,000円 .己^_ む

腹部CTコース 1泊2巳ドック 66,000円 55,000円 .己^＿ む

（消費税別、 1泊2日ドックには、宿泊費含む） JA愛媛厚生連健診センター

〒790-0925 松山市鷹子町533-1 TEL 089(970)2070 

人間ドックヘのお問い合わせ、 お申込みは、

最寄りのJA窓tlか、 フリーダイヤル 0120-874-702まで
ちょっとひといきおはなし な～に
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,----------------------------------------=----------::--------. i 

I --—ー 一応 l
！ 優良材生産は直材づくりからI 椎茸生産はクヌギ林造成から．/ ! 

i 

！・ i 
！ ！ 
l 平成10年 7月17日市 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I

i 県森連 市況 大洲木市 （単位m'当り：円） 市売日・平成10年 7月15日 ！ 
！ 

市売数呈 ••825ケース 14,480kg I 

！ 長さ末口径
スギヒノキマッ 平均単価 4,155円

！ 直曲がり直曲がり 直
その 他 銘柄別単価

! 7 cm下本 393本 280本 474本 336 銘柄 価 格相場銘柄． 価 格相場 l
i 8 cm上本 423本 387本 535本 536 こうこ 7,000 ~ 8, 100 強特用大 3,200~ 4,500 保 ！ 

~ 14mll3cm上11,500 111, 500 I 36, 100 12s, 400 11scm上 大 厚 5,000~ 7,000 保特用中 4,200~ • 5,500 保’
! 18 cm上18,50011,900 33,500 25,000 4CIDJ: 

24 cm上18,500I 11,600 I 33,500 I 27,000130cm上 中 厚 6,500~ 8,000 強特用中小 4,200~ 5,000 強 ！ 

! 7cm下本 200本 179本 246本 179 中小厚 6,000~ 7,000 強特用小 3,000~ 4,000 保

} [l : it2,800本 243吝，300本 360 小 厚 4,000~5,000 強大パレ 2,500~3,000 保 ！

! 3 m 13 cm上17,30011,00033,300 23,200 18CID上 大ウス 4,500~ 6,900 保中パレ 2,500~ 3,200 保 i
! 18 cm上18,90012,600 35,500 30,500 4叫 中ウス 5,000~ 6,400 保中小パレ 2,500~ 3,000 保 9
! 24 cm上16600 11 400 30 5OO CID上 中小ウス 4,000~ 6,000 保小パレ 1,500~ 2,500 保！

7 cm下本一本一本一本一
{ 2m• 8cm上本一本一本一本一 小ウス 3,400~4,200 保変形 2,800~ 4,500 保！

16 cm上 -ll3cmJ: ジ ャ ミ 1,800 ~ 3,500 保色悪ウス 2,000 ~ 3,500 保 ！ 

! 30 cm上 CID上 どんこ大 5,800~7,000 強色悪パレ 800~ 2,000 弱！

I l6m 13 cm上23,000111,soo163,000l47,ooo
i 18 cm上20500 17 800 61 200 51 600 どんこ中 4,800 ~ 5,500 保 IJ粒卜•、ノコ 1,000 ~2,000・ 保

！特選 どんこ小 3,600~ 4,500 保スライス 2,000~ 6,000 強 i
！ 足 場 1m当たり 円～ 円 ＇ 概況 前回市と比ぺ品物がよく、相場は堅調に推移した。 9 
｝ 依然として、木材不足から全般に保合。 依然として末端の売行きは低調であるが、進物系（厚肉、ウス）、どん ' 

備考 枝打ち、優良材は品薄から引き続き高（直取引。 こ系、定番商材等は強い。一方、パレ～格外は低調であるが、やや上向i 9月17日特別市が行われます。枝打ち材の出荷をお願いします。 きになって来た模様。 l 
¥.--___________________________________  _,J  _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ ___  _,  

一
般
的
に
、
皆
さ
ん
が

植
林
す
る
苗
木
は
、
県
の

母
樹
林
か
ら
採
取
し
、
県

の
種
苗
組
合
に
て
生
産
さ

れ
た
も
の
で
す
が
、
何
か

特
別
な
品
種
の
も
の
を
植

え
た
い
と
思
っ
た
と
き
な

ど
、
さ
し
木
を
し
て
、
自

分
で
苗
を
作
り
、
そ
れ
を

植
林
す
る
の
も
―
つ
の
方

法
で
す
。

さ
し
木
に
は
、
実
生
苗

と
ち
が
い
、
あ
ま
り
大
量

に
は
生
産
で
き
な
い
と
い

う
欠
点
が
あ
り
ま
す
が
、

母
樹
の
形
質
を
そ
の
ま
ま

受
け
継
ぎ
、
ま
た
、
育
苗

期
間
も
短
く
、
諸
害
に
対

し
、
抵
抗
性
も
大
き
い
と

い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
自
分
の
好
み

の
品
種
を
実
験
的
に
育
て

て
み
た
い
と
い
う
と
き
な

ど
に
良
い
方
法
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

採
穂
及
び
さ
し
木
の
時

期
で
す
が
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ

キ
で
は
、
貯
蔵
養
分
の
多

い
春
（
ニ
ー
三
月
）
や
秋

（
九
ー
十
月
）
に
行
い
ま
す
。

一
般
的
に
は
春
ざ
し
が
多

い
の
で
す
が
、
温
暖
な
地

域
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内

で
あ
れ
ば
、
秋
ざ
し
で
も
良
好
な
発

根
が
可
能
で
す
。

母
樹
は
若
い
ほ
ど
、
ま
た
、
さ
し

木
を
く
り
返
し
た
も
の
ほ
ど
発
根
は

良
好
で
す
。
造
林
木
か
ら
の
採
穂
で

は
、
だ
い
た
い
、
二
年
生
枝
を
少
し

残
す
く
ら
い
の
と
こ
ろ
で
採
取
し
た

も
の
を
、
根
元
を
な
な
め
に
切
り
、

こ
れ
を
さ
し
つ
け
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

さ
し
穂
は
、
荒
穂
の
ま
ま
持
ち
帰
り
、

屋
内
や
日
か
げ
で
穂
作
り
す
る
こ
と
、

そ
し
て
、
徒
長
枝
は
使
用
し
な
い
こ

と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

次
に
土
壌
に
つ
い
て
で
す
が
、
腐

食
質
の
多
い
も
の
は
適
さ
ず
、
保
水

性
、
通
気
性
の
よ
い
こ
と
が
充
用
で

す
。
普
通
さ
し
木
苗
を
大
量
生
産
す

る
場
合
は
、
苗
畑
土
壌
に
直
接
さ
し

木
す
る
の
で
す
が
、
個
人
で
す
る
と

き
は
、
赤
土
、
鹿
沼
土
を
箱
に
入
れ

て
用
い
る
の
が
適
切
で
す
。
例
え
ば
、

鹿
沼
土
で
は
、
底
に
穴
を
あ
け
た
、

15cm
程
度
の
深
さ
の
箱
に
、
下
段
に

は
粗
い
土
を
、
上
段
に
は
細
か
い
土

を
入
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
、

5
ー

7
c
m
程
度
の
深
さ
で
葉
を
と
り

除
い
た
部
分
を
さ
し
つ
け
る
と
で
き

あ
が
り
で
す
。
ヒ
ノ
キ
の
よ
う
に
表

裏
の
あ
る
も
の
は
、
表
を
南
に
向
け

ま
す
。さ

し
床
は
、
寒
冷
遮
(40
ー

50%）

な
ど
に
よ
り
直
射
日
光
を
さ
け
、
風

通
し
の
よ
い
と
こ
ろ
に
置
き
ま
す
。

さ

し

木

に

つ

い

て

そ
し
て
、
か
ん
水
を
、
さ
し
木
後

2

i

3
週
間
は

1
日
に

2
ー

3
回
、
そ

の
後
は
乾
か
な
い
程
度
に
行
い
ま
す
。

ま
た
、
さ
し
床
で
の
発
根
は
、
貯
蔵

養
分
で
行
わ
れ
る
の
で
、
さ
し
木
時

の
施
肥
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
オ

キ
シ
ベ

ロ
ソ
希
釈
液
に
一
昼
夜
つ
け

て
お
く
と
発
根
が
良
く
な
る
例
も
あ

り
ま
す
。

一
年
経
つ

と
、
箱
出
し
し
、
床
替

え
を
し
ま
す
。
床
替
え
を
す
る
こ
と

で
、
細
根
が
発
達
し
、
良
苗
と
な
り

ま
す
。今

回
紹
介
し
た
も
の
は
―
つ
の
例

で
あ
り
、
細
部
に
至
っ
て
は
様
々
な

方
法
が
あ
り
ま
す
。
さ
し
木
を
し
て

み
た
い
と
い
う
方
は
、
資
料
を
用
意

し
ま
す
の
で
、
森
林
組
合
内
の
松
岡

か
、
大
洲
出
張
所
林
業
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

林
業
改
良
指
導
員

松
岡

真
悟
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秋
ま
き
家
庭
菜
園

厳
し
か
っ
た
暑
さ
も
山
を
越
え
、

幾
分
過
ご
し
や
す
く
な
り
、
ホ
ッ
と

一
息
つ
か
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。今

月
の
テ
ー
マ
は
、
秋
ま
き
の
家

庭
菜
園
で
す
。

一
、
秋
冬
野
菜
の
い
ろ
い
ろ

こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
家
庭

菜
園
で
の
品
目
が
、
四
季
の
中
で
最

も
多
く
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で

い
ま
す
。

こ
の
中
で
、
ダ
イ
コ
ソ
・
カ
ブ
な

ど
の
根
菜
類
や
ハ
ク
サ
イ
・
キ
ャ
ベ

ツ
・
ツ
ケ
ナ
な
ど
の
葉
菜
類
の
ほ
と

ん
ど
が
、
春
に
な
る
と
黄
色
（
ダ
イ

コ
ソ
は
白
）
の
菜
の
花
を
咲
か
せ
る

ア
ブ
ラ
ナ
科
の
野
菜
で
、
寒
さ
が
増

す
に
つ
れ
て
お
い
し
く
な
る
も
の
で

す。
で
す
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
品
目
毎

に
い
く
つ
か
の
品
種
（
早
生
ー
晩
生
）

を
組
み
合
わ
せ
て
作
付
け
し
、
長
期

間
に
わ
た
っ
て
収
穫
を
楽
し
ま
れ
て

は
如
何
で
し
ょ
う
か
：
・
：
・

二
、
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

①
栽
培
は
ま
ず
土
作
り
か
ら

植
物
を
健
全
に
生
育
さ
せ
る
最
大

の
ポ
イ
ソ
ト
は
、
根
を
い
か
に
健
全

に
張
ら
せ
る
か
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
有
機
物
を
施
し
、
土
を
団
粒
化

さ
せ
て
通
気
性
・
保
水
性
・
排
水
性

を
良
く
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

②
畦
は
南
北

冬
期
は
日
当
た
り
に
よ
っ
て
生
育

が
大
ぎ
く
異
な
る
の
で
、
影
響
が
比

較
的
小
さ
い
南
北
畦
に
す
る
。

③
種
子
の
播
き
方

種
子
の
播
き
方
に
は
、
す
じ
播
き
・

ば
ら
播
き
・
点
播
き
の
方
法
が
あ
り
、

種
子
が
小
さ
い
カ
ブ
や
ツ
ケ
ナ
類
は

す
じ
播
き
、
同
じ
く
種
子
が
小
さ
く

株
も
あ
ま
り
太
ら
な
い
ッ
ケ
ナ
類
は

ば
ら
播
き
、
株
が
大
き
く
な
る
ハ
ク

サ
イ
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
ダ
イ
コ
ソ
な
ど

は
点
播
き
に
す
る
。

④
間
引
き
の
カ
ソ
ド
コ
ロ

ほ
と
ん
ど
の
野
菜
で
は
生
育
に
合

わ
せ
て
広
く
あ
け
て
や
れ
ば
よ
い
。

し
か
し
、
ダ
イ
コ
ソ
と
ニ
ソ
ジ
ソ

は
、
子
葉
が
大
き
す
ぎ
る
も
の
は
根

形
が
乱
れ
、
小
さ
い
も
の
は
肥
大
が

悪
く
な
る
の
で
、
中
間
的
な
生
育
の

も
の
を
残
す
よ
う
に
間
引
く
。

ま
た
、
ダ
イ
コ
ソ
の
子
葉
の
形
が

悪
い
も
の
は
根
形
が
乱
れ
や
す
い
の

で
、
最
初
に
間
引
い
て
お
く
。
・

⑤
密
植
は
ダ
メ

株
間
や
条
間
の
取
り
方
は
、
そ
の

野
菜
が
一
番
大
き
く
な
っ
た
時
の
姿

を
想
像
し
、
少
し
葉
が
触
れ
合
う
程

度
に
ゆ
っ
た
り
と
株
間
・
条
間
を
と

る。⑥
肥
料
は
少
な
目

家
庭
菜
園
で
は
つ
い
つ
い
肥
料
を

多
め
に
振
り
が
ち
で
、

肥
切
れ
を
起

こ
し
て
い
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。

土
や
野
菜
の
た
め
に
も
思
い
切
っ

た
肥
料
の
減
量
を
'
・

⑦
農
薬
は
「
初
期
に
上
手
に
最
小
限
9
.」

家
庭
菜
園
で
は
な
る
べ
く
農
薬
は

か
け
た
く
な
い
も
の
。
初
期
防
除
を

心
が
け
、
防
除
は
必
要
最
小
限
に
。

⑧
防
寒
対
策

寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
、
寒
害
を

予
防
す
る
た
め
に
霜
除
け
や
寒
風
対

策
を
施
し
、
野
菜
を
寒
さ
か
ら
守
っ

（
 

て
や
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

し
か
し
、
ダ
イ
コ
ソ
や
ハ
ク
サ
イ
、

ッ
ケ
ナ
な
ど
の
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
野
菜

は
、
枯
死
し
い
な
い
程
度
な
ら
寒
さ
に

当
た
る
ほ
ど
甘
み
が
濃
く
な
る
。

生
育
途
中
の
も
の
に
は
防
寒
対
策

を
行
い
、
収
穫
期
の
も
の
は
寒
さ
に

当
て
て
、
味
を
楽
し
む
の
も
一
興
。

⑨
旬
の
と
れ
た
て
ー
こ
れ
こ
そ
贅
沢

野
菜
の
栽
培
技
術
が
進
歩
し
、
旬

が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
現
在
こ
そ

適
期
栽
培
を
心
が
け
、
旬
の
味
を
楽

し
も
う
。

あ
き
た
こ
ま
ち
の
収

コ
シ
ヒ
カ
リ
、

穫
と
乾
燥

一
、
刈
り
取
り
適
期

目
安
と
し
て
は
、
穂
が
出
て
か
ら

約
三
十
五
日
後
が
刈
り
取
り
適
期
に

な
り
ま
す
が
、
出
穂
後
の
気
温
に
よ
っ

て
違
っ
て
き
ま
す
の
で
気
を
つ
け
て

下
さ
い
。

実
際
に
行
う
刈
り
取
り
適
期
の
判

定
は
、
最
長
棒
の
籾
の
八
五
％
程
度

が
黄
変
し
、
穂
の
一
部
に
緑
色
の
部

分
が
残
る
頃
で
す
。

二
適
期
判
断
の
注
意
点

早
期
栽
培
の
場
合
、
収
穫
期
が
高

温
で
あ
る
た
め
、
収
穫
が
遅
れ
る
と

品
質
低
下
を
招
く
の
で
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
刈
り
取
り
適
期
に
な
っ
て
い
て

も
、
茎
葉
は
ま
だ
青
々
し
て
い
る
の

で
、
籾
の
熟
れ
具
合
で
判
断
し
て
下

さ
い
。あ

き
た
こ
ま
ち
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ

に
比
べ
て
、
登
熟
の
揃
い
が
悪
い
の

で
、
収
穫
遅
れ
に
な
る
傾
向
が
あ
る

た
め
、
早
め
に
収
穫
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

稲
架
干
し
を
す
る
場
合
は
、
追
熟

が
期
待
で
き
る
た
め
、
目
安
よ
り
三

日
程
度
早
め
に
収
穫
し
て
下
さ
い
。

＿
二
適
正
乾
燥

乾
燥
機
を
利
用
す
る
場
合
は
、
収

穫
後
五
時
間
以
内
に
乾
燥
を
始
め
、

乾
燥
温
度
は
一
―
―
十
八
℃
を
越
え
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。

稲
架
干
し
を
行
う
場
合
は
、
高
温

期
に
長
く
お
く
と
品
質
低
下
の
原
因

に
な
る
の
で
、
早
め
に
水
分
測
定
を

行
い
脱
穀
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

栗
の
管
理

一

収

穫

今
年
は
生
育
が
早
く
、
今
月
中
旬

頃
か
ら
早
生
種
の
収
穫
が
始
ま
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

収
穫
は
、
果
実
の
減
量
や
腐
敗
を

防
ぐ
た
め
に
午
前
中
の
気
温
が
上
が

ら
な
い
う
ち
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
品
質
低
下
を
防
止
す
る
た

め
に
も
毎
日
ま
た
は
一
日
お
き
に
収

穫
し
ま
す
。

収
穫
後
の
イ
ガ
は
病
害
虫
の
発
生

源
に
な
り
ま
す
の
で
、
集
め
て
焼
却

す
る
か
土
中
に
埋
め
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

二
秋
肥
施
用

収
穫
後
の
樹
勢
回
復
、
翌
年
の
新

梢
充
実
、
雌
花
の
増
加
を
図
る
目
的

で
秋
肥
を
施
用
し
ま
す
。

九
月
中
旬
ま
で
に
愛
媛
く
り
ブ
レ

ソ
ド
肥
料
を
十

a
当
た
り
四
十
柊
施

用
し
ま
す
。

=
＿
害
虫
防
除

モ
モ
ノ
ゴ
マ
ダ
ラ
メ
イ
ガ
の
第
三

化
成
虫
が
八
月
下
旬
頃
か
ら
孵
化
産

卵
し
ま
す
。
エ
ル
サ
ソ
乳
剤
で
防
除

し
て
下
さ
い
。

四

そ

の

他

昨
年
は
、
炭
疸
病
が
多
発
し
た
こ

と
も
あ
り
、
病
害
果
が
た
く
さ
ん
出

、.̀

荷
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
年
も
害
虫

や
炭
疸
病
の
発
生
が
多
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
庭
先
選
別
を
徹
底
し
、
虫

栗
、
病
害
栗
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

―

畜

産

―

家
畜
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
秋
ま
き
飼

料1

生
産
機
能
回
復
対
策

猛
暑
が
長
時
間
続
く
と
家
畜
の
コ

ソ
デ
ィ
シ
ョ
ソ
は
か
な
り
悪
く
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
生
産
性

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
家
畜
の

体
力
や
繁
殖
能
力
の
早
期
回
復
を
図

る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。
こ
の

た
め
乳
用
牛
や
肉
用
繁
殖
牛
で
は
、

良
質
の
粗
飼
料
を
十
分
給
与
し
栄
養

バ
ラ
ソ
ス
を
再
度
検
討
・
改
善
し
、

産
乳
や
繁
殖
の
機
能
向
上
を
図
り
ま

し
ょ
う
。

2

秋
播
き
飼
料
作
物
の
栽
培

イ
タ
リ
ア
ソ
ラ
イ
グ
ラ
ス
は
、
青

刈
り
・
サ
イ
レ
ー
ジ
・
乾
燥
の
い
ず

れ
に
も
適
し
、
収
量
は
多
く
嗜
好
性

も
良
い
た
め
、
秋
播
き
飼
料
作
物
の

代
表
的
な
草
種
で
す
。

播
種
期
は
九
月
か
ら
十
月
ま
で
と

幅
広
い
。
極
早
生
と
晩
生
種
で
は
収

穫
期
で
あ
る
出
穂
は
、
約
一
か
月
も

違
う
た
め
作
付
体
系
や
給
与
体
系
を

勘
案
し
品
質
を
決
定
し
ま
し
ょ
う
。

施
肥
量
は
元
肥
と
し
て
1
0
a
当
た

り
堆
肥
2
ー

3

t
、
窒
素
1
2
k
g
、
燐

酸
1
0
k
g
、
加
里
1
0
k
g
（
成
分
量
）
と
し

て
、
播
種
量
は
1
0
a
当
た
り
3
ー
4

槌
で
、
全
面
散
播
と
し
ま
す
。

そ
の
他
多
汁
質
飼
料
（
飼
料
カ
プ
）

も
労
力
を
考
慮
し
た
栽
培
体
系
も
検

討
す
る
な
ど
計
画
的
に
実
施
し
ま
し
ょ

う。
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平
成
十
年
度
明
老
大
学

の
開
講
式
を
、
七
月
三
十

一
日
（
木
）
、
午
前
九
時
三

0
分
か
ら
行
い
ま
し
た
c

こ
の
明
老
大
学
も
今
回
で

一
四
回
目
と
な
り
、
参
加

者
も
各
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら

の
推
薦
で
、
二
十
二
人
が

参
加
、
中
に
は
二
回
目
の

受
講
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
公
民
館
長
あ
い

さ
つ
、
町
長
祝
辞
の
後
、

早
速
講
義
に
移
り
、
参
加

者
は
肱
川
町
の
四
季
や
特

産
物
等
を
収
録
し
た
映
画

若

健康体操で体をほぐす

「
風
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
鑑

賞
、
午
後
か
ら
は
予
子
林
の
和

田
富
子
先
生
か
ら
健
康
体
操
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
和

田
さ
ん
に
よ
る
と
、
町
内
で
は

健
康
体
操
は
女
性
の
人
が
す
る

も
の
だ
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

都
会
で
は
企
業
の
社
長
さ
ん
た

ち
も
取
り
入
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
参
加
者
の
人
た
ち
は
、
和

田
さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

自
分
の
体
調
に
合
わ
せ
て
体
操

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
明
老
大
学
は
八
月
か
ら

二
月
ま
で
毎
月
一
回
、
計
八
回

計
画
し
て
い
ま
す
。

「
学
ぶ
」
こ
と

と
「
体
を
動
か
す
」
こ
と
を
バ
ラ
ソ

ス
よ
く
取
り
入
れ
、
町
内
外
で
の
研

修
も
行
う
予
定
で
す
。

ヽ

今年の参加者のみなさん

(

U

9

f

」

zヽメ
T
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一

うまく飛ぶかな

わ
ん
ば
く
学
級
を
八
月
五
日
（
水
）
、

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
風
の
博
物
館

で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
わ
ん
ぱ
く

学
級
は
、
町
内
の
六
年
生
を
対
象
に

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
五
・

六
年
生
を
対
象
に
、
ま
た
風
の
博
物

館
と
協
力
し
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ

卜
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者

は
十
人
と
ち
ょ
っ
と
少
な
い
人
数
で

し
た
が
、
み
ん
な
楽
し
そ
う
に
ロ
ケ
ッ

ト
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
最
近
の
子

ど
も
た
ち
は
、
部
屋
の
中
で
、

T
V

ゲ
ー
ム
を
し
て
外
に
出
て
遊
ぶ
こ
と

が
少
な
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
し
、
お
金
さ
え
出
せ
ば
い
ろ
い
ろ

な
お
も
ち
ゃ
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
、
自
分
た
ち
が
手
作
り
の
お
も

ち
ゃ
で
遊
ぶ
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
切
っ
た
り
、
ビ
ニ
ー
ル

テ
ー
プ
で
ロ
ケ
ッ
ト
を
飾
っ
た
り
し

て
楽
し
そ
う
に
作
っ
て
い
ま
し
た
。

完
成
後
屋
外
で
早
速
と
ば
し
て
遊
ん

で
い
ま
し
た
。
よ
く
飛
ぶ
も
の
や
あ

ま
り
飛
ば
な
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た

が
、
自
分
の
手
で
作
っ
た
と
い
う
満

足
感
で
い
っ
ぱ
い
の
よ
う
で
し
た
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
作
り
に
挑
戦

ロケット作成中

新
し
い
時
代
を
拓
く

心
を
育
て
る
た
め
に

悪
い
こ
と
は
悪
い
と
し
っ
か
り
し
つ
け
よ

つヽ0
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
や
間
違
っ
た

行
い
は
し
っ
か
り
正
そ
う

子
ど
も
た
ち
の
規
範
意
識
の
低
下
が
顕

著
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
学
生
の
規
範
意

識
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
調
査
で
も
、
例
え

ば
、
「
放
置
し
て
あ
る
他
人
の
自
転
車
に

乗
る
」
、

「他
人
の
傘
を
無
断
で
さ
し
て
帰

る
」
こ
と
を
悪
い
と
思
わ
な
い
子
ど
も
が

全
体
の
四
分
の
一
な
い

し
三
分
の
一
に
達

し
、
十
年
ほ
ど
前
と
比
較
す
る
と
そ
の
割

合
は
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「他

人
の
体
育
館
ば
き
を
無
断
で
使
用
す
る
」

こ
と
な
ど
に
至
っ
て
は
、
悪
い
と
思
わ
な

い
中
学
生
が
約
半
数
に
の
ぽ
り
ま
す
。

日
本
の
高
校
生
を
、
ア
メ
リ
カ
・
中
国

の
高
校
生
と
比
較
し
た
調
査
で
は
、

「
学

校
を
ず
る
休
み
す
る
こ
と
」
や
、

「
売
春
な

ど
性
を
売
り
物
に
す
る
こ
と
」
な
ど
に
つ

い
て

「
本
人
の
自
由
で
よ
い
」
と
答
え
る

者
が
我
が
国
に
際
だ
っ
て
多
く
、
恐
喝
、

盗
み
、
万
引
き
、
麻
薬
の
使
用
な
ど
の
犯

罪
行
為
に
つ
い
て
さ
え
も
、
日
本
の
高
校

生
は
約
一
割
の
者
が

「
本
人
の
自
由
で
よ

い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
規
範
意
識
の
低
下
は
、

人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
り
よ
い
社

会
を
作
っ
て
行
く
た
め
は
も
と
よ
り
、
何

よ
り
も
子
ど
も
た
ち
の
穏
や
か
な
成
長
の

た
め
、
決
し
て
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い

問
題
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
問
題
の
背
景
に
は
大
人
社
会
の
モ

ラ
ル
の
低
下
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
す
。

不
正
や
、
ル
ー
ル
違
反
を
許
容
し
て
し
ま

う
甘
い
風
潮
、
義
務
・
責
任
を
忘
れ
、
自

由
と
利
己
主
義
と
を
は
き
違
え
る
風
潮
、

そ
し
て
、
正
直
さ
・
誠
実
さ
•
ま
じ
め
さ

な
ど
の
価
値
観
を
軽
視
す
る
風
潮
は
、
家

庭
に
お
け
る
し
つ
け
の
ゆ
る
み
を
招
き
、

子
ど
も
た
ち
の
規
範
意
識
の
低
下
を
助
長

し
て
い
ま
す
。

3
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四
国
地
区
同
和
教
育
研
究
大
会

高
松
大
会
に
参
加
し
て

社
会
教
育
主
事
大
和
田
和
敏

四
国
四
県
の
教
育
関
係
者
が
、
同

和
教
育
に
関
す
る
研
究
成
果
を
発
表

す
る

「第
四
十
五
回
四
国
地
区
同
和

教
育
研
究
大
会
」
（
四
国
地
方
同
和
教

育
研
究
協
議
会
、
香
川
県
教
委
な
ど

主
催
）
が
、
七
月
九
日
（
木
）
か
ら
十

日
（
金
）
ま
で
の
二
日
間
、
高
松
市
の

高
松
市
総
合
体
育
館
を
主
会
場
に
市

内
十
五
ヶ
所
の
分
科
会
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
分
科
会
で
は
、
人
権
教

育
の
取
り
組
み
や
差
別
の
実
態
な
ど

に
つ
い
て
、
問
題
提
起
、
研
究
協
議
、

意
見
交
換
な
ど
が
熱
心
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
肱
川
町
か
ら
も
学
校
教
育
、

社
会
教
育
関
係
者
四
名
が
参
加
し
、

研
修
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

大
会
は
同
和
教
育
協
議
会
が
結
成

さ
れ
て
以
来
、
四
国
四
県
の
持
ち
回

り
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

年
は
、
教
職
員
や
教
育
行
政
関
係
者

ら
約
五
千
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
全

体
会
の
基
調
提
案
で
は
、
同
和
教
育

研
究
協
議
会
の
今
城
和
夫
事
務
局
長

が、

「
差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学
ぶ

姿
勢
を
持
ち
、
そ
こ
か
ら
教
育
課
題

を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
第
一
歩
で
あ

る
。
」
と
力
説
し
ま
し
た
。
ま
た
、

進
学
や
就
職
な
ど
で
の
差
別
の
実
態

や
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
踏
ま

健康に気をつけよう
おやこ生活習慣病予防教室が 7月28日

（火）午前 9時20分から公民館集会室で、

教育委員会と保健セソターの共催で行わ

れ、町内の小中学生の親子約10組が参加

しました。食生活や、生活習慣の変化か

らか子どもたちにも大人の病気であった

生活習慣病が診られるようになり、町内

の子どもからも SOSが発せられている

子どももいるようです。参加した人たち

は子どもと保護者に分かれ、子どもたち

は、県健康増進セソタ ーの先生から、運

動の仕方について、保護者の方は保健所

の方から生活習慣病予防のための食事に

ついて学び、調理実習を行いました。

真剣に先生の話を聞く子どもたち

え
た
上
で
、
「
教
師
は
、
実
践
に

基
づ
き
討
論
を
重
ね
、
同
和
教
育

を
よ
り
確
か
な
も
の
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
」
と
締
め
く
く
っ

こ。f
 ま

た
、
そ
の
後
、
報
告
を
受
け

て
、
「
被
差
別
の
側
に
立
ち
き
る
」

指
導
を
続
け
、
同
和
教
育
を
柱

に
人
権
教
育
全
般
を
見
据
え
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
の
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

総
合
開
会
式
・
全
体
会
の
後
、

参
加
者
は
、
分
科
会
に
分
か
れ
、

「
就
学
前
教
育
」
、
「
健
康
」
、
「
進

路
保
障
」
、
「
自
主
活
動
」
な
ど
十

五
テ
ー
マ
別
の
分
科
会
に
参
加
し
、

幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
の
教
諭
ら
、

実
践
発
表
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
研

修
を
深
め
ま
し
た
。

一

み

ん

な

の

幸

せ

を

願

っ

て

一

子
ど
も
た
ち
が
熱
唱

八
月
七
日
の
鹿
野
川
夏
ま

つ
り
に
文
化
協
会
に
よ
る
、

「
夏
ま
つ
り
子
ど
も
カ
ラ
オ

ケ
発
表
会
」
と
「
和
気
安
子

シ
ョ
ー
」
が
午
後
五
時
か
ら

約
二
時
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
カ
ラ
オ
ケ
に
は
四
組

十
名
が
参
加
、
子
ど
も
た
ち

は
歌
に
あ
わ
せ
た
服
や
、
夏

ま
つ
り
ら
し
く
浴
衣
で
参
加
、

か
わ
い
い
歌
声
を
聞
か
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
肱
川

出
身
の
和
気
安
子
さ
ん
が
暑

さ
の
中
、
十
曲
ほ
ど
熱
唱
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。
聴
衆
の

み
な
さ
ん
は
、
楽
し
く
聞
い

て
い
ま
し
た
。

•
八
月
六
日
広
島
が
、
九
日
長
崎

~
、
五
十
三
回
目
の

「
原爆
の
日
」

~
を
迎
え
た
。
広
島
に
は
、
今
年

~
核
実
験
を
行
っ
た
イ
ソ
ド
、
パ
キ

．
ス
タ
ソ
の
代
表
者
が
式
に
参
列
し

・
た
。
核
の
傘
の
下
で
の
安
全
保
障

~
と
い
う
名
目
で
実
験
を
行
っ
た
。

広
島
で
は
新
た
に
四
千
九
百
二
十

"
七
人
が
原
爆
死
没
者
名
簿
に
追
加

~
さ
れ
た
。
人
口
の
半
分
が
戦
後
生
ま
れ
と

~
な
り
、
若
い
人
の
中
に
は
悲
惨
な
戦
争
が

~
あ
っ
た
こ
と
さ
え
知
ら
な
い
人
た
ち
も
い

~
る
と
聞
く
。
世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
で
あ

~
る
の
に
、
世
界
に
向
け
て
の
核
兵
器
廃
絶

~
の
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
き
た
で
あ
ろ
う
か
。

~
さ
て
、
世
界
で
も
類
の
な
い
事
件
と
し

~
て
は
、
猛
毒
の
青
酸
カ
リ
、
ひ
素
が
夏
ま

~
つ
り
の
カ
レ
ー
の
中
に
混
入
さ
れ
た
和
歌

~
山
市
の
事
件
が
脳
裏
を
よ
ぎ
る
。
こ
の
事

~
件
で
四
人
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
た
。
こ
の

~
事
件
を
聞
い
て
真
っ
先
に
頭
に
浮
か
ん
だ

~
の
は
オ
ウ
ム
に
よ
る
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

~
で
あ
る
。
こ
の
時
の
だ
っ
た
が
、
今
回
の

~
和
歌
山
の
事
件
を
モ
チ

ー
フ
と
し
た
ゲ
ー

~
ム
が
世
界
の
コ
ソ
ピ

ュ
ー

タ
ー
を
結
ぶ
イ

・
ソ
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
流
さ
れ
た
と
聞
く
。

~
人
の
命
の
大
切
さ
を
踏
み
に
じ
っ
た
行
為

~
で
あ
る
。
し
か
し
、
ゲ
ー
ム

を
作
っ
た
者

~
は
人
の
命
の
大
切
さ
を
本
当
に
わ
か
っ
て

"
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
よ

~
う
に
ボ
タ
ソ
操
作
で
生
き
返
る
わ
け
が
な

＂
い
の
に
。

・
子
ど
も
と
と
も
に
夏
休
み
を
過
ご
さ
れ

~
た
家
庭
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

~
中
学
生
以
上
と
も
な
る
と
親
と
一
緒
に
行

i

動
し
た
く
な
く
な
る
よ
う
で
あ
る
が
子
ど

~
も
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

~
と
が
見
え
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

~
も
う
す
ぐ
二
学
期
が
始
ま
り
、
学
校
に

~
ま
た
子
ど
も
た
ち
が
帰
っ
て
く
る
。
夏
休

~
み
も
あ
と
残
り
わ
ず
か
と
な
っ
た
が
、
事

~
故
や
健
康
等
に
気
を
つ
け
て
二
学
期
を
迎

~
え
た
い
も
の
で
あ
る
。
大
人
た
ち
も
気
を

~
つ
け
て
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
き
た

ー
い
も
の
で
あ
る
。
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区
＼学校水泳大会

川上地区水泳大会が 7月23日（木）、午前 9時30分から肱川町町民

プールで行われました。開会式で佐久保教育長が、「河辺のお友達

を歓迎してください。また、．日頃の練習の成果を発揮してください。」

とあいさつ、中野小の沖野太亮君が、選手宣誓をして、競技が始ま

りました。

子どもたちは応援を受け、水しぶきをあげ泳いでいました。競技

によっては、予選のある種目、即決勝の種目もあり練習の成果を発

揮していました。保護者の方も熱い声援を送っていました。

結果は次のとおりです。

■川上地区小学校水泳大会決勝記録一覧表

緊張のスター 卜

※ 県標準記録、標準記録突破

学 男 子 女 子 学 男 子 女 子
種目

順 氏
種目

順 氏年
位

名 タイム 学校名 備考 氏 名 タイム 学校名 備考 年
位

名 タイム 学校名 備考 氏 名 タイム 学校名 備考

1土居勇輝1'27" 7 正山 ※ 堀川七恵 1'21" 5 予子林 ※． 1山崎 裕仁 45"8 河辺 松下真菜 50"3 河辺
100 m フ 5 0 m フ

リ 2高岡礼児 1'28" 7 予子林 ※ 上田真理子 1'26" 4 正山 ※ バタ リ 2藤高佑介 45"8 中野 徳丸 憂紀 54"6 大谷
自由形 I フライ I 

3中居優一朗 1'32"9 中野 和気靖佳 1'36" 5 中野 3上田侑弘 51"2 大谷 新 優佳 棄権 河辺

1和氣 大1'55"0中野 松岡佐也加 1'49"6 中野 1山内 淳 17”〇中野 ※ 山口まり絵 18"0 中野 ※
100 m フ フ

リ 2松本弘樹 1'57" 5 河辺 宮脇知里 1'53"0 中野 リ 2森 大地 17" 4 中野 ※ 出水美菜子 18"3 中野 ・※
平泳ぎ I I 

3永田 悠 ~'02" 4 正山 新田由唯2'02" 4 河辺 2 5 m 3北本隼規 1 7‘'8 中野 ※ 中岡恵美 19" 5 正 山

1藤高佑介 1'06"2 中野 宮田さゆり 1'22" 1 呵 自由形 4 1 山本大介 21"5 大谷 大森喜美代 19" 4 予痘
7 5 m フ

悶個人メ リ 2露内大介 1'21"8 河辺 平田鮎美 1'30"3 大谷 2 中岡敦志 22" 4 正山 河野夏未 19"8 正山
ドレー I 下

3丸山裕介 1'24"5 中野 武田幸恵 1'30" 5 河辺 3和氣 裕明 22" 4 中野 三瀬真理奈 20"7 呵

1土居勇輝 37" 5 正山 ※ 上田真理子 37’'0 正山 ※ 1 中野尋由輝 28"0 中野 大森貴美代 26"5 呵
フ 2 5 m 4 

年
リ 2山内 淳 37’'7中野 ※ 谷本茉衣 40"7 大谷 ※ 

以 2 冨永章博 28"3 大谷 井脇美雪 26"6 中野
I 平泳ぎ 下

5 0 m 3東慶一郎 38"0 予子林 ※ 片山美里 42"7 中野 3 大野拓朗 28"5 予子林 三瀬真理奈 27’'1 予子林

自由形
4 1 和氣裕明 48" 1 中野 東 昌代 47" 5 予冠 1笹木聖吾 20"7 中野 ※ 谷本茉衣 21’'2 大 谷

年
2 5 m フ

以 2冨永章博 49"0 大谷 山下 彩香 48"2 正山 バタ リ 2 山崎裕仁 20"9 河辺 松下真菜 22"7 河辺

下 フライ I 

3山本大介 49"2 大谷 浅井 萌 49"6正山 3 高岡礼児 21"2 予子林 山口まり絵 23"0 中 野

1笹木聖吾 46118 中野 ※ 松岡佐也加 50"9 中野 ※ 1中野小 2'23"5 中野小 2'26" 4 
5 0 m フ 150 m 

リ 2和氣 大 50"9中野 宮脇知里 51" 7 中野 メドレー 2 河辺小 2'45"2 大谷小 2'41" 8 
平泳ぎ I リレー

3 沖野太亮 51"9 中野 宮田さゆり 52"3 予子林 3・ 大谷小 2'57" 1 河辺小 2'50"3 

1東慶一郎 46"7 予子林 ※ 堀川七恵 45"0 予子林 ※ 1中野小 2'49"5 正山小 2'52" 1 
5 0 m フ 200 m 

リ 2 上野賢太 56"5 河辺 平田鮎美 52"8 大谷 2 正山小 3'02"6 中野小 2'55"3 
背泳ぎ I リレー

3 丸山裕介 57’'0 中野 宮岡みゆき 53"5 中野 3 河辺小 3'14"3 予子林小 3'01" 6 

内 場

容所

日

北

村

雄

芦
原
す
な
お

「
ス
テ
ー
ジ
ド
ア
に
踏
み
出
せ
ば
」

佐

々

木

譲

「
見
知
ら
ぬ
妻
へ
」

「
黄
金
時
代
」

「
大
河
の

一
滴
」

宮
部
み
ゆ
き

「
伊
能
図
に
学
ぶ
」

東
京
地
学
協
会
編

「
す

っ
び
ん
魂
カ
ッ
パ
巻
」

室

井

滋

「
小
さ
い
こ
と
に
く
よ
く
よ
す
る
な
」

リ
チ
ャ
ー
ド
・
カ
ー
ル
ソ
ソ

「
嫁
洗
い
池
」

「
深
海
生
物
図
鑑
」

明
老
大
学

時
八
月
二
十
七
日
（
木
）

午
前
九
時
か
ら

肱
川
町
公
民
館

同
和
教
育

習

字

他

五

木

寛

之

井
上
ひ
さ
し

「
変
な
人
の
書
い
た
成
功
法
則
」

斎

藤

一

人

「
父
と
暮
ら
せ
ば
」

「
理
由
」

椎

名

誠

浅

田

次

郎

新
購
入
図
書
の
紹
介
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令
年
も
や
っ
て
来
ま
し
た

ト
レ
セ
ン

清
掃
報
告

！

平
成
10
年
7
月
11
日
（
土
）

7
時
半

1
1
4時
半

肱
川
町
町
民
G
＆
肱
川
町

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

＆
青
年
室
（
公
民
館
）

外
観
清
掃
（
水
か
け
等
）

草
刈
り
、
ゴ
ミ

・
缶
拾
い

ベ
ン
チ
周
辺
清
掃

ト
レ
セ
ン
の
床
掃
き

床
拭
き
、
窓
拭
き
、

窓
の
サ
ン
の
ゴ
ミ
取
り

各
部
屋
、
用
具
入
れ
、

ト
イ
レ
、
玄
関
の
清
掃

（
落
ち
葉
集
め
等
）

青
年
室
の
清
掃

皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

内
容

場
所

日
時

総

青年団だより

兵
頭

浩
次

ホ
—
ス
で
の
外
壁
洗
い
を
担
当
し

た
私
は
、
水
を
ま
と
も
に
か
ぶ
り
続

け
と
に
か
く
寒
か
っ
た
で
す
。
し
か

し
、
き
れ
い
に
な
っ
た
壁
を
貝
る
と

そ
ん
な
こ
と
も
忘
れ
る
の
で
し
た
。

金

田

大

輔

七
月
十
一
日
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
の
清
掃
が
あ
り
ま
し
た
。

朝
早
く
か
ら
、
清
掃
に
取
り
か
か
っ

た
の
で
、
と
て
も
き
れ
い
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

青
年
団
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し

-
J
o
 

t
 

、,ー,

合試
一

第．．
 容内合試

も

K
i
宍̀
q

く結 果＞ 亭 0 曇⑥辺和＠

第二試合

第三試合

肱川VS長浜

2 0 

肱川VS内子

2 0 

肱川VS河辺

2 0 

i:1こ文〉

偽
誓
籍
ぶ

日

場

優 勝 II 
•• V2達成

時 ：平成10年7月26巳（日）

所：肱川町農業者トレーニングセンター

※雨天の為、急遁、レクバレーに変更されま

したが、 県大会はソフトポールになります。

七
月
二
十
六
日
、
大
雨
の
中
喜
多

郡
青
年
団
ソ
フ
ト
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
ポ
ー

J
大
会
の
予
定
が
雨
の
為
、
残
念
な

が
ら
レ
ク
バ
レ
ー
に
変
更
と
な
り
ま

し
た
。レ

ク
バ
レ
ー
は
、
河
辺

・
長
浜

・

内
子

・
肱
川
各
青
年
団
が
参
加
し
、

十
五
点
の
三
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
で
試
合

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

試
合
が
全
て
終
わ
っ
て
み
る
と
、

全
勝
し
て
何
と
優
勝
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
県
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

バ

ド
ミ
ン
ト
ン
は
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が、

皆
さ
ん
、
暑

い
中
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
県
大
会

は
ソ
フ
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
次

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

名
）編
集
あ
と
ば
な
し

伍
〗

皆
さ
ん
、
合
月
の

A
S
U
K
A
は

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

合
年
の
夏
も
、
も
う
終
わ
り
に
近

づ
い
て
い
ま
す
が
、
学
生
の
皆
さ
ん

夏
休
み
の
宿
題
は
ど
う
で
す
か
？

ま
だ
ま
だ
暑
さ
の
厳
し
い
日
々
で

す
が
、
暑
さ
に
負
け
ず
頑
張
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

令
月
の

A
S
U
K
A
は
、
年
に

一

度
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
大
清

掃
を
行
い
、
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

暑
さ
の
中
で
の
作
業
、
本
当
に
お
疲

れ
様
で
し
た
。
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9月の健康力

⑮レ⑮営

レンダー 保健センター B34-2340 
種別 曜 日 19了- 事 場 所 時 間

4 （金） リハビリ教室 菅田公民館 9 : 20---.__,15 : 30 

8 （火） 健康相談 月野尾集会所 9 : 30,....__,10: 20 

8 （火） 健康相談 敷水集会所 10 : 40,...__, 11 : 30 
成

9 （水） 健康づくり料理教室 予子林公民館 10 : 00,....._,14 : 00 

人 10 （木） 健康相談 下嵯峨谷集会所 9 : 30----....,10 : 20 

10 （木） 健康相談 岩谷ダム相談所 10 : 40,..__, 11 : 30 

保 11 （金） 健康づくり料理教室 中津集会所 10 : 00,....__, 14 : 00 

健
17 （木） 竹の子クッキソグ 肱川町公民館 9 : 30,....__,13 : 00 

18 （金） 健康相談 保健セソター 9 : 30,...__,11 : 00 

21 （月） 健康づくり料理教室 大谷公民館 10 : 00,........,14 : 00 

28 （月） 元気印教室 保健セソター 10 : 00,.___, 13 : 30 

精
4 （金） デイケアー 保健セソター 8 : 30,...._,16: 30 

11 （金） デイケアー 保健セソター 8 : 30,....,__,16 : 30 

神
18 （金） デイケアー 保健セソター 8 : 30,.......,16: 30 

25 （金） デイケアー 保健セソター 8 : 30,......,16 : 30 

母 22 （火） 幼児教室 保健セソター 9 : 30,,...._,14: 00 

子 30 （水） 乳児健診 保健セソター 13: 00,.....__,14: 00 

，
 

月 の 当直医 （行 政 相
一 ＊

し

曜日 病 院 名 電話番号

肱 JI I 医 院 25-2915 
6 (日） （太＿＿＿＿洲＿―-―-市――--）---------------------------ーー植＿―-木 医 院

44-2215 （ 五 十 崎 町 ）

溺i 医 院 26-0003 
13(日） 了ーー丸滉□瓦ぶー-------------------

--高- 橋 医 院
44-2010 （五 十 崎 町 ）

城 戸 眼 科 24-1010 
15（火） ー一人ー一一太-----、汎t---―市---_)---------------------------

佐々 木整形外科クリニック 43-0101 （五 十 崎 町 ）

村 上内 科医 院 24-2346 
20(日） --―L-大ー--ー一洲――--―市----）----・幽'- - - - - - - - - - - - - - - - - -

松本整形外科医院 44-5533 （内子町）

藤本 外科 医院 24-2310 
般 23（水） ---し因直し直ーーぶー--------------------

芳我外科医院 44-2560 
（内子町）

大 野 内 科 24-6800 
27(日） -＿ふ＿＿太――――＿洲―-―-東---L_------------------- -

堀川外科胃腸科医院 43-0555 （内子町）

月・火 市 立大洲病院 24-2151 
救

水 加 戸 病 院 24-5101 

急
木～日 大 洲中央病院 24-4551 

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので、
あらかじめ連絡してからお出かけください。

9月7日（月）

午後 1時30分
~4時30分

場所肱川町公民館青年室

相談員福田保委員

自宅相談も受け付けます。

匹 34ー 2508

｀ 

日 時

談〕〔心配 と相談〕

担当相談員

9月 7日（月） 1

福田 保

藤原福計

9月21日（月） 1

山下 博

菅野桂子

相談日

時

査〕場

固定資産評価の為の家屋調査

を行います。平成10年 1月 1日

から平成10年12月31日の間に新

築・増築した（予定）及び取り壊

した家屋（予定）がある場合は、

総務課税務係まで届けてくださ

し‘o

屋 調

問

所

午後 1時30分
~4時30分

公民館・青年室

中
居
谷槌

山
9
L
.
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三
生

渡
邊

梅
男
さ
ん
(88
歳

節
子
さ
ん
(71
歳

熊
野
栄
司
さ
ん
（
肱
川
町
山
槌

上
杉
聡
美
さ
ん
（
広
島
市
）

社会保険一日
出張相談所

相談日

9月 7日（月）
9月1'7日（木） 1大洲商工会議所

9月4日（金）
9月18日（金） 1内子町商工会

場 所
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